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蠡
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瀬
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．
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薯
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岬
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右
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．
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齢

贅
（

讎
）

 

鎖

弓

種
窮
）

θ

髣
曙
（

酵
）

〔

ム

4

5

0

拶
劣

鐸
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．
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．
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．
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搬
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右
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、
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］
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瓦
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萎
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蜜
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か
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岳
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右
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．

ト

つ

9

て

　
 

ず
、

港
い

箸
の

厳
み

芳
ド

っ

》

て

、
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司
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；
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．
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薯
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右
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潔
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＠
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∂

饗
ば

、

ゼ
の

穿
の
’

例
の

み
モ

｝

訳

ユ
。
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憾
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．
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．
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萎
・

鼠
ぜ
・

強
ナ

ン

　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

33

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

 

馳

睇
獗
）

豪
ソ

ク

羨
ζ
ク

 

ポ

調
（

鱒
）

呉
ン
ユ

゜

ス

湊
ン

ゥ

繍

麟
蘇

麟
撫

．

 

詞

痢

聡
）

呉
．

翼
．

複
づ
，

ワ

 

咳
弓
廿

ッ

（

艇
）

乳
ン

4
・

瑛
ン

ツ

＠ ＠

騨

鱒
鵜
）

賛

繋゚
等

 

灘
ノ

轡
醐

夏
ゴ

讃
陣
グ
ク

＠

顎
舷

矛

葬
（

焼
）

茨
ガ
ヴ
。

柔
カ

ヴ

 

メ

彩

剃

訐
（

7
茨
’

丁

翼

　
　
ン
ム

ヲ

＠

擲
抖

（

管

表
ト

ム

・

凄
タ
・

・

横
ド

ン

 

虜
．

努

鳥
）

象
ハ

ケ
・

臻
ハ

ッ

◎

鰯

蚓
（

巴

蓼
・

彡
謨
・

ク

 

晃

彩

戻
酬
）

票

マ

臻

多

 

済
毒
鍔

諺
ヲ

（

8
袤
・

翌
嘆
ヰ
ン

曾

矧
−

物
ノ

（

2捗
）

袤
ン

マ

7
渠

疹

 

携．

為

柔
（

解
）

茨
ギ
ャ

ウ
・

牽
カ

ク
・

検
彳
ヤ

ラ

ー

碧
レ

ア

　

　

　
（

響

象．

寄
・

摸
ア
イ

＠

題

の
ラ ン

驚 書澱

曾％ 緲 緲 緲 パ・

 
ア

雪 評 塑 ε ε

　 　 ソ

萋 k 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 イ 7

韈難難1畿難難
　　　募 豪 募 k 糸 茨

讐 k ） 象
一 一 彖 壅餮参ラ

燕鑾擁霧llll｛
樓 f貫

ζ
ク

讐 模

　 フ 1

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Researoh 　ln 　Kunten 　Language

　

　
 
該

瞬
／

（

鰐
）

表

ギ
ウ
・

劇
司
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縛
∵
吻
）

桑
・

・

煢

　

＠
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憤
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．
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・
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＠
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右
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。
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＠

　

 
 
 

 
 

 
＠

＠

＠
＠
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＠
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＠
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＠
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．
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右
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。
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塑
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．
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叉
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憂
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。

　

従
・

て

、

 
切

協
分

σ

日
q

τ
巧

螽
味
で
、

『

犬

客
葺
』

ド

も

印

側

ヒ

し

て

誉
ッ

て

u

｝

よ

う
に
、

「

シ

ヨ

ウ
ヰ
ン

」

バ

正

し

い

読
み

方
で

あ
3
バ
、

加
蕊

箔
ば
っ

ヱ

ン

」

の

方
9

豪
み

方
ド

寧

て

）

て
、

譲
・

て

u

∂
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右
o

’

弓
に
、

認
哲
で

〆

鵜
老

の

鷺
み

方
が

な

｛

爪

て
い

3
が、

正

ん

ユ
で

悔

罐・
盾
で

β
望

鉦
ジ

ぐ

伽

て

U

｝

の

で

あ
3
．
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．
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．
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＠
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萎
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．
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摸
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＠
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潟
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潔
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＠
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＠
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．
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・
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・
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の
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、
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・
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、

臼

氏
柔

豪
の

よ

う
な

乗
卸
悸

何
俵
、

こ

吻

’

う
な

最
看
が
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＠
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猪
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搾
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膠
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。
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＠
＠
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右
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搬
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薯
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な
u

。

耄
ヒ
し

ー

も
、

こ

の

13

倒
14

毳
に

鼻
看

匕

賓

め

イ

し

書

）
一一

ヒ

匹

咋

め

ら

い

セ

鼠

じ

⊃

 

の

で

あ
つ

マ
、

今

稜
q

団

麺

三

ピ

し

瓰

・

，

　

 

熔一

研
着

ヒ

’

荻

イ
3
も

 

（

！

倒
）

　

　

　

　
ワ

　

　

 

鋼

舜
（

吻
）

蒙
ダ
フ
・

乗
彳

マ

横
ナ
ツ

　

右
の

．

蟄
」

ウ
ヶ

匹

仔

っ

チ

ッ

し

「

ケ
ツ

」

の

卩
ノ

通
勹

η

諏
与

武

あ
つ

マ
、

つ

ナ
ワ

レ

σ

搬
音
で

為
3
〆

、

・

ナ

ッ

レ

匿

揚
君
で

17

憤
印
者
占

｛

琳
｛

り

∂

も

の

で

あ
》

。

正

ん

傾
に

も

こ

の

8

う
な

読
み

労

〆

あ
7

圦
の

で

あ
う

冫
。

「

螫
レ

阡

ハ

ア
餅
襭
所
し

唇
丙

入

尹
審
で

あ．
3
が
、

二

れ

バ
・

蟄
虫
・

？

ビ

し

蟄
碗

こ
マ

秦
艦

せ

れ

3
酵
匹

降
．

！

祁
の

琶
硬
鴻
蓼
珍

惑
・

て

価

者
孔

し

壅
の
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か

と

喝

考
z

ら

れ

δ

。

そ

う
U

ラ

三
を

考

蛋
し

て

が

、

 

6

貫
際

し

｛

悸
、

葬
彡

カ
ハ

割，
ヒ

【

マ

域
π
一

凍
、
訓
「

今

ッ

」

力

右

啻
峰

側

訓「

｛

れ

て

り

5
。

の

？
ヲ
u ．
す

な
も

袤
し

な

u

尠

り

（

苫

泗
）

　

（
　

　

　
　

　

　
　

‘

　

｝

が
5
う

謁

ウ

ヵ

六

部
命
匿

、

ン

μ

森
の

嶺

薯
セ

も

り

い

偉
冫

わ
弓

ヒ

考
え

3
パ、

マ

匡

卩
》
い

写
｛

砂

博
の

理
汐

け

ぷ

冫

マ
、

瑛

薔
で

吻

票
石
で

死

な
い

も

の

丕

藁

σ

て

U

⊃

ど

み

ら

湛

》
。

以

下

碧

す
、

’

フ

’

フ

匹

づ

”

マ

嬢
罰
し

ー

U

喧

冫

ピ

匹

マ
含
。

　

　

爿

　

9
却
⊥
門

、

働

）

　

表
ツ
・

壊
ト

　

　

ら
o

　

紙
嶺
卜

†
−
あ

ふ
が

、

7

都
ユ

鬥

し

な

ビ

と

”

〉
蘇い
鴛

↑

ヒ

匹
−
軅
弖

ー7
、

ん
款
ラ

著
便

飛
象

（

挺
7

望

、

仗

宜
眇
・

ノ

碗
の

観

裟
）

と

t

−

、

っ

う

し

砂

考
毛

何

し

ー

．

長
者
的

匹

溌
老
4

敢

」

尾’

ご

ヤ

あ

つ

恥

の

で

蕩
ろ

ラ
。

た

韻
変

砂
「

常、
趣

勿

」

で

場
2
。

佐
74

こ

つ

「

ト

う
」

ぼ
、

・

あ
濃
髻

輸
八

後
の

自

≠
汐

方

馳

耐
と

考
廴

ら
荘

3
。

　

　

屮
ツ

ト
ソ

啄
’

　
ス

　
4
，

へ

　

 

備
ナ

　
蟒

轉
’

（

岬
）

豪
フ

彳
．

誤
コ

ヴ

　

　

く

　

コ

窮
」

な
匹

殉
し

て
、

票
看
ク

ツ

ー7

杉

傍
匹

但

剥．
4

琳

マ

“

3

が
、

左
引酬
り

「

彳

タ
し

匪

そ

ぐ

わ

ケ
“

嘗
耆
で

あ

3
。

鵜
嬢
神
彩

教
灸

痢
冫

年
三
吽

15

っ

屹

レ

睡

浄
暮

の

で
、

正

ん
三
σ、
こ

の
・
客

者

（

護…

者

ギ
》

・

穫
伊

者
彳

ツ

）

蓼

左

樗
吟

何
し

真
の

で

15

な
）

か
．

正
冫

湘

F
騨

峰

修
、

既
r

帆

、

九

「

疋
こ
ヌ

と
覧
割．
ヒ

リ
・
井

斎
匹

つ

い

7
レ

の

4

項
で

遡
バ

翫

‘

う・
匹

、

　

ゆ

数

謹
9

風

葦

か

ウ

炉

到
，・

々
」

孝
三

を

集
あ
で

移
蕩

し

血

存

助

　

　

が
、

《

呼
、

　

＠

ω

巧

δ

う
な

三

孝
を

親
条
と

・

て

移
三

し

真

血

あ

か

、

　

の

V

で
木
か

の

理

ゆ
匹

よ

，

で

、

本
灸

ヌ

な
ヒ

躯

劉
ヘ

ヌ
ぼ

客

誉
6

ご
ヒ

が

’

效
し

な
u

む

つ

が

q

く

つ

か

昆

ら
於

乙
。

「

マ

ナ
」

の

場
含
む

そ

q
一

フ

 

易
7

て

、

本

気
・
ズ

客
「

擁
し

匹

正

し

｝
ガ

た
し

な
い

っ

干

ナ
し

9

劃
茅

に

訓，
し

て

し

き

フ

叺

↓

例

捗

考
廴

シ

れ
∂

。

　

　

く
 

粥
卜
。

ヲ

野

粥
（

岬
）

表

漂
カ

タ

．

髻

賀
喜

謬
の

隊
斥
の

調

免
看
獅
ハ

以

千

．

”

先

者
鋤
」

ヒ

鴎

斜
）

に

〔

下

げ

π

〕

で

あ
つ

て

勅
者一
匹

な
｝

南
f

垂
『

匿

見
ら

れ

な

u
．

日

オ
匹

51
σ
∂

豼

豸
セ

縁
犂
し

真

ル

の

セ

£
弓

れ
∂

。

　

　

ン

コ
う
ノ

 

劃
−

纏
，

ミ

へ

伊

）

乗
シ

ナ

峺
シ

ヲ

ワ

　

「

帖

仭
」

の

右
擁
睦

”

つ

切

喜
蓄
バ

加
旦
老

塵
て

お
う

、

そ
の
・
フ

ち
オ

｛
耐

劉
「

ン

ヨ

ウ
レ

σ

謙
看
“

1

孜

4
つ

バ
、

姥
ら

4
ン

し

14

不

審
な

訓
で

あ
∂

。

寅
u

雇

「
・
79

ウ

」

の

鳶

鹸
看

師
・

シ
・

だ

岬

ε

伽
旨

づ

し

圦

も

の

あ
−

と

 

怨
わ

処

3
が

確
か

で

で
“

。

 

薩

職
。

ヲ

（

3争
）

　
乗

デ
ゥ
・

璞
看

ア

ウ

　

　

ー
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　　
7

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

3

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Research in Kunten Language

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Researoh 　in 　Kunten 　Language

　

「

跳
レ

害
の

右

劃
・

デ

ヲ
」

悟

涙
者
で

あ
3
バ
、

彦

刹
・

タ

ラ
レ

に

ネ

害
か

訓
で

あ

る
．

椎
定
音
価
ー4
〔

40F

〕

で
丿
あ
つ

か

ち
・

本

爻

爻

嘗
・

環

珍
乞
・

で

ひ

セ
、

彦

訓

フ
ゥ

旨

皋
砂

弛

号
か

カ

し

ホ

か

い

。

覓
麟、

ノ

齪
（

併
）

茨

霞

診

　

「

ズ

ヰ
ン

し

17

最
議
唇
つ

シ

メ

γ

レ

工
畝
し

な
い

。

繼

主

書

値

沃
す
諏
己
で

あ

・

マ
、

物
書

霧
鬱

f
毘
・

耀

”

亨
・

頃

9
百

噂
》

蒸
イ

’

も

の

と

θ
κ

ら

敢
2
、

 

踟

拷
ハ

（

税
）

　

廉
ズ
・

ジ
冫

　
ゑ
ン

冫

右
訓

「

シ

η

し

17
汞
者
「

ン

♪

し

ヒ

’

蘇
し

な
u

。

「

積
レ

匿

雑

菟
肩

傾
〔

q
・

己

で

あ

そ
、

閉
物

音
表

牝

つ
一

蓄

形
ヒ

み

ら

弘

み
・

 

纃
−

翩
．
、

霧
）

呉

痩

芝

　

　

タ

ヨ
ま
シ

マ

推

楚
者

個
〔

肋

壷
〕

で

あ
フ

マ

、
・

系
を

っ

ス

ご
ど

姦

塾
す

｝
、一
・
ヒ

ん

τ

＜

榊
け

あ
つ

物
の

で
｛

の

う

＞
o

　

　
　

　

　
　
ミ

ウ

レ

タ
し

 

み

選
宛

鶏’
ア

（

楞

）

茨
ジ

ケ
・

痩
シ

マ

横
ジ

ツ

　

搾

芝
者
函
〔

血
）口
酔

〕

と

あ
ラ

マ

、

和

鴛
η

場
分
匹

σ
、

》

ク

像

わ
の

混
伺

μ

室
町

案

頃
抑
ノ

フ

』

4

木
て

り

2

劔

、

斛
脚

衆
で

崎

饗

げ
餌
の

β

釜
硝
匙
匹

旗
咼

し

ひ

副
バ

画

3
ρ

チ

彳
・

轟
調

夷
蟹
q

劇
黔

霏

夢
孔
』

館

煙

）

セ

ー

れ
て

り

？

61

与
、

正
 

幻

5一
の

≧

弓

宮

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

38

奮
わ

σ

つ

蛭
莎
巧

諺

画
』

う
マ

よ

り

脊

ろ

う
か

。

 

≠
遡
（

艘

募
ズ

ク・

ジ

ダ

票

夛

　

　
　
ニ

　

　
　

　
　

　　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

り

　

．

無
」

宮
9

方

訓、

コ
ン

ス

ク
』

14

乗
看
ン
ユ

ク・
ヒ

’

像
・

な
“

正
痴肉
5碗
の

俵

る
げ々

蔓
π

ぼ

，

シ

’
閲

ク
」

セ

ェ

ツ

つ

て

　
「

シ

ス

ク
レ

ヒ
　
し

か

褫
あ

な

・

．

聯
乞

宿
師
落

〔

q
、

事

δ
で

あ
フ

て

、

閙
掬
音
藪
れ

の

’

ぢ

丐
か

セ

寿

兇
う

か
3

。

正

ん

瓦

に
’

綬
眇
鉾

閉
拗

老
ゑ
牝

バ

寵
桝
と

’

絞
レ

む
“

8
ラ
で

あ
∂
。

ス

‘
、

・

ン

ユ

ク

」

の

・

ユ

し

三
ズ

・

陞

蘇
鱈
し

て

「

低

」

セ

珍

で
圦

・

ヒ

む

考
z
啄

れ

寛
ア

、．

躯
拶

ヒ

該

彡
の

例
Y

サ

3
。

　

 

暴

羯
（

“

）

　

袤

繧

望

ウ

　

神
 

孝

畷
徽

尺

鷺
で

ん

4

羅
錫

鳧
）

」

セ

あ

廴
雑

髭

蓄
晒

〔

澪
こ

で

あ
・

て

、

漢
春
セ
・
ワ

が

塾
る
で

ム，
・

が
、

々

や

知

あ

9

毎

音

飼

毛

拡
癶

醇
家

t1

「

寸

ウ

し

ぜ

終

ぞ
し

血

 

 

で

あ
う

う
’

か

．

＝

漁

刃

後
ぜ
凶

嶐
調

刷

働

ろ
匹

禎
毬
染
つ

℃

9
 

、

そ

巧

み

知
の

レ
ー

方

碗．
と

み
・
う

晒
つ

0

　

＠

褐
《

勺
、

角
）

　
彖
セ

ナ
゜

謙

身
ず

ツ

　

正
・
’

停

三

轟
る

ヱ
フ

ヒ

し

て
、

多

内
入

手
玄

国

西

チ

毒
で・

こ

と

が

タ
 

こ

と

感

航
迢
の

孟
う
で

あ
3

が
、

だ

グ

今
と

〉

っ

て
、

契
看
〃

1
譲
舂
ヅ
」

の

公

訳

匹

μ
つ

て

、

単
蜘
匹

珠
ろ
の
ヒ

カ

嘴
忽

卸
幻
∂

。

で
為
、

乗
看
か
挈

ヱ
耆

携
ヒ

み
マ

承
突

次
％
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彩
宅
著”

俄
犀
〔

硫
》
d

〕

で

あ
5
。

 

覊
−

携

（

艇

）

美

須

t
ケ

　

　

ク
モ

ノ

　

宮
肉

寿

書
幡
凰

部

厭
仏
霧

疹

尠

繁
袴
牽
で

七

「

チ

ウ
」

ヒ

あ
3

。

雑
髦

音
価

17
〔

叶

ミ
］

で

あ

フ

哩
，

こ

吻

吾
｝

価

で

あ
抜

ラ

書
セ

強

調
す
琳

伊
「

乎

ウ
」

匕

 

か
3
わ

げ

 
、

歪

走

頃
窿

「

デ
・

ウ
し

ど

劒
7

つ

驚・
蓍
1

て
リ

声
や

り

で

あ

ろ

う
か

。

 

噸
．

凌

捌

渺
）

婆
チ

換
カ

ツ

　

　

サ
ウ
レ

　

幕
頑

押

む
承
ヌ
麹
’
ノ

耳
風、

で

も

同

祁
匹

っ

ク

ワ

ツ

」

と

あ
∂
。

雑

彪
音
伯
ぽ

〔

訃

き
〕

で

あ
っ

マ
、

有
声

奔
門
の

霍
孫
書

田
で

あ

∂

パ
、

で

・

白

牽
鷲
静

声
鬥
考
ポ

β
4
し

后
吻

・

あ

勿
あ

鉾

、

や

々

池
“

ω

蓍
匹

訳

し

圦

も

の

。

＠
砂

協
倉

囘
裸
終

「

カ

フ

し

で
「

仍

弘

ご
ヒ

倉

勘
耆
匹

寮
看
イ

3
を
σ

日

手

的

依

名
の

例
で

あ

∂

o
 

密
−

燧
、

．

毛

（

砂
）

　
呉
赤

テ
・

峯
フ

ツ

　

　

　
が

ノ

メ

ア

ワ

文

躯

彡

舞
b

て
っ

…
好

劃

し

？

・

∂
．

が

微
匹

よ

っ

ヒ

、

去

戸
ま

韻
の

「

含
ご
の

項
ド

っ

酵
膊
γ

」

と

あ
7

て
．

そ

9

渋

亨

に

「

ヤ

う

禾
切

」

と
▲

あ

2

φ

で
＃
8
「

く

し

で

あ
，

。

正

為
覧

唄
臣

「

ハ

　
じ

ウ

匕

」

ヒ

讒
3
ボ
∂

ニ

ヒ
も

あ
つ

真

の

で

あ

ろ

）
。

 

蘭
悌

愈
）

表
ス
・

凄

；

　

雅

主

音
僑
げ

（

普
己
で

あ
3
ポ

、

 
の

協
な

咼

肱
匹

「

シ

ユ

し

Y

獲
薪

で

侮

秀
影
ぐ

弛
2

老
び

歪

泥
F

η

で

幡

備
フ

で

っ

シ

ス
レ

ヒ

堂
つ

て

q

き

．

「

シ

ユ

し

巧

「

ユ

」

毛
「

ス

」

ヒ

嶺
っ

圦

も

の

で

ワ
“

と

し

重
な

ラ、
は
、

「

シ

あ

」

勿

み

れ
バ

ま

だ

祠
亀
し

マ

》

7

〈

マ

、

「

レ

ス

」

ヒ

姦
棄

イ

木
2

＝

ヒ
む

あ
つ

あ

の

で

ム

ろ

ヲ
軌

・

・

し

呈
開

喜
矯

酵

喇
で

考
・

慕
ら
「

レ

ご

江
言
〕

ヒ

な

う
、

〔

言
〕

匹

池
璃

珊

そ
匹

な

〜，
と

バ

、

・

易
よ

ろ
穿

頒

層

多
塵
を

｛

《

含
寿

9
ゆ

脅

し

ル
な
q

。

 

遺
−

禽
へ

綱
男
．

（

虜
）

曇
ッ

チ
゜

摸
ク
ヱ

ツ

　

　

　

　

　
■

　

＠
で

ヤ

逋
べ

み

よ

う
匹

、

正

涜

ゑ
κ
、

毛
内
ハ

亳
四

ち

4
」

で

悲

寧

て
∂

こ

ヒ

が

多
｛
、

か

ど

〉

つ

マ

’

獄

匹

鼕
者
ピ
ー7
勸
風

で

ぞ

亨
vq

で

あ
3
が

、

＠
 

「

ク

ヱ

ケ

」

↓

箇

級
で

季
20

む

し

ろ
、

葦

例
亨

ピ

悸

「

チ
・

表
翆
マ

し

4U

て

知

ゑ
看
で

考

3
膨

叩
卩

亨
∂

も
向

じ

鴇
あ

弓
蜘

夛
．

惟
つ

ー
、

規
43
切

県
循
再
ヒ

ノ

歌
イ
5
碪

遥

の

イ

5

例
（

矯

項
ω
の

倒

苓
煎
）

勘
、

穿
ろ
、

馨

と

認
あ
3

芳

バ

通
わ
ヒ

考
冬
サ

れ

∂
。

 
5

粥

多
）

美
笈
彳

ヲ
・

模
シ
・

　

　

　

ノ

こ

権

を

音
価

ぽ

［

算
］

で
、

＠
と

 

罧
い
、

や

ぱ

ラ
正

た
焦
沃

前
匹

磁
て

伊
、

「

ナ
・

浜

γ
」

ヒ

割
っ

マ

寮
著
そ
れ

て

u

診

謁

巧

で

あ・
ろ

ヲ
。

　

　

　

　

う
ノ　
ぐ

ま

　

　

未

ウ

2
弓
∋

ク
ノ

　
（
 

警
玉

　

　
（

醜
）

　

豪
プ

フ
・

瑛
ギ・
ヨ

＾

ノ
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雅

歪
看
価

ぼ

〔

黛
共
］

で

易
っ

マ
、

闇
拗

音

蓼
ち
く

「

ろ
ヨ

ク
」

と

僉

家

し

諏

こ

ヒ

り

蜘
閉

裕

℃

で

あ

う

冫
。

正
冫

κ

頃
げ

っ

．

キ
∋

プ

レ

と

黍
啓
イ，
れ

ま

か

し

迄
・

7
。

参

蛎
嘱

，

ウ

β
）

摂
ク

ラ
ワ

謨

ち
ウ

　

施

皀

暫r
ゆ

卩
〔

3

い

O
い

〕

で

あ．
つ

で
、

語
麟…

看
あ

無

戸
の

主

乙
門

泌
コ

篠
者

田
で

あ
2

引

も
、

方

《

臼

4
 

厚

凹

巷
件

詠
し

、

ー

キ

し

と

殀
ん

κ
も

，

で

ろ
∂
。

（

8
参
照
）

・

か

も

 
囘

林
匹

ぢ
い

み

翫

拓

を
躋
袗
し

｛

）

つ

む
の

と

み

ら

承

∂

。

 

鋼

悩
．

（

〜

塗
4
・

票

宏

　
っ

知
し

ハ

方

到
っ

寸

」

峰

映

者
と
’

微
し

な
q
。

樺

定
者
価

14

『
詈
〕

で

あ

宅
、

平

恐
ぼ
語

尾

♂
」

を

脱
・

た

も

匙

み

ら

ボ

3
。

 

窃

嚇
，

咳
．

ソ

へ

磁
）

最

弓

嘆
ン
ユ

　

雑
庭
琶
謗

は

〔

薯
こ

で

み
・

て
，

 
 
囘

禄
に

っ

ン

亠

・

の

期
肩
イ・
れ

る

前
に

・

レ

ス

・

と

7

そ
り

3
。

 
ヒ

函
じ

擢
ゆ

＾

♪

そ
、

該
写
で

な
・

と

寸
∂

と
、

〔

、

ε
に

虹
・

そ
を

表
あ

ヲ

も
朔

ヒ

そ・
乞

弓
れ

2
。

こ

∂

」

冫
ノ

匹
、

正

応

馬
，

嗣
物

音
，

惹

牝

依

現
訴
 

聯

薩
ー

て

）

で

衵

る
吽

頻
』

荻
で

あ

3
。

 

嚇
篭
・

螂
）

豪
デ

ブ

凄
ア
ブ

．

喋

 
疹

彦
峰

薩
、

”

癨
の

剥
が

為
・

τ
、

’

方

ば

「

ア

ブ

・

ヒ

あ
つ

マ

森
指
と

1

殀

で
る
が

、

に

デ
の

「

（

て

》

ッ

」

13

護

の

り

で
れ
セ

カ
一

放
し

な
・

。

稽

定
者
価

び
〔

髯
、

〕

で
、

広

嶺
で

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ノ

に

ハ
噛

厂

移

後
で

易
∂
。

そ

姻
毛

、

っ

喋廾
々

し

な

ど

の

灸

齢

摎

含
、

17

ツ

し

セ

祭
る

寸・

三

と

悸

広

麹
9
者

便
捉
象・
で

あ
っ

て、

こ

り

♂

〉
万

終
蓄
 

正

応
双

衲
ド

ー5

行
あ

率
3

＝

と

グ

あ．
フ

圦

の

で

あ
ろ

う
’

。

　

　

く
 

儲

囁

翕
）

　
象
ジ

ブ
・

承
・

フ

　
拶

盗

者
価
び

〔

一

円

。

己

で

あ
つ

て
、

払
嶺
八

轟
覆
で

あ
3
。

そ

碁
セ

つ

ず

代
レ

か

ど
の

熱
鴇
の

鑾
、

「

シ

ツ
し

ど

促
豸
囚

う

る

の

嫉
’

謹
巧

者
硬
認

寥
ヒ

み

ら
れ

、

＝

の

よ

う

な
藻

老
も
、

玖

る

秦
曽
イ
匹

ば

嘱
爾
的

に

讎

行
わ

訴

海
の

で

あ
ろ

う
。

 

攀
祷

ヲ

（

解
）

蓑

子

覆
・

ク

　

雁
菟
暑
r

僑

σ
〔

ξ
U
〕

で

あ

3
ゲ

ら
、

あ

氏

コ
ユ

o
の

国、

毛

残

鯛
廴

マ

、

っ

彳
彡

ウ

し

セ

看
れ
｛

終
、

《
、

羲

耶
匹

近
く

秦

丞
芝

塾
杁

9
で

あ

ろ

う
。

　
以

；

の

一

っ

く
の

宇
音
。

検
詣
の

紜
累

を
歩

鞭・
整
選

す
⊇

穎

凌

う

よ

う
忙

F
る
o

　

 

晴

奄
音
で
、

今
毎

音
ω

t
蒋

っ

者

節
o

表

栽
に

お
9

て

、

正

応
蕊

で

に
、

所

譌
な
音
・

歴
更

的

摂

多
透
ヒ
一

致

し

な
”

む

象

多
く

み

う
幽

3
。

 
 
＠
＠

霧
＠
 
 

＠

 
で

乙
」

．
・》

の

う
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ラ
 

も

特

K
，

＠
＠
＠
μ

潅

奪
す
ぺ

芝

で

あ
つ

マ
，

コ

レ

ユ

し

 

姦
れ
据

期

種
τ

素

3
町
F
「

γ

ス

」

の

表

訣
〆

〃
・
ワ

群

、

＝

塾
13

　

　

　

　

　

　

コ

コ

ス

レ

の

立

θ

価

駅

中
で

轟
冫

、・

辷

に
由
叩

孫
し

て

u

∂

ハ

ヒ

賜
わ

れ

｝

。

但

し
、

賎

壕
屮

鱒
鐃

蚕
．

艦

汚
浩

久

彗
（

岬
）

　
・

傍
ゑ

却
の

よ

う
ド

つ

ン

ユ

」

の

扱

あ
急

旗
む

為
う
。

 

客
音
の

諾

頭
癢

蠶
げ
を

惹
翆

し

抜

夜

吻

k
、

呉
政
音
と
’

荻
し

な
u

わ

の

ハ

舵
フ

て

冷

制
得

刳
で

れ
ば

瑛
盾
・

柔
煮
の

》

ず

激
顔

忙

写

2
。

）

　

 
の
V

　
ω

所

郊
σ

つ

峰

鳬
の

癒
彰

パ

衵

蓬
し

マ
9a

洗

あ
匹

、

蓁

ヒ
一

撲
し

な
“

カ

の
，

 

　

ω

篤
ハ

亳
国

蓼
。

チ
」

と

惷
れ
し

み

《

あ
い

、

募
蹊
者
ヒ

’

致
し

な
・

な
・

た

も

の
。

＠
＠

　
｝

れ

う
倭

璞
者

を
、

¢

宴
馬
で

は
、

っ

チ
し

で

森
隶

す
3
こ

と

卵

あ
，

あ
＝

と

τ
q
爪
諒

9
 

弓

で
f
仍

⊇

o

淘

蟄
君
の

協
含

、

1

裡

峯
硬
撰
象

宏
ゑ
の

）

毛

餐
・

・

モ

　

ボ

外
に

よ

？

て

呉
蹂
者
と

’

殃
し

な
M

も

9
，

　
 

 

 

　

ω

氏

宴
李
の

本
東

気

参
ヒ
’

救
し

参
“

挫
の

黍

柔

気

害
〔

奠
る

・

穿

看
5

ぎ
移
玉
し

圦

声

あ
匹

、

曇
罐

看
ヒ

ノ ．
裾
し

な
》

勘

朔
，

 

　

ω
¢

安
じ

い

で

厚
、

〃

行

合

穿
匹

叢

れ
些

て

”

3

参

あ
匹

、

募

探
唇

三
亟
・

な
u

を

の

（

壱
静

衫

譎
ゆ

研
裕
）

。

9
塑

　

 

嬌
屠
智
の

認

竇
の

遭
M

か

ヌ

σ

課
諺
か

う

系
∋

素
気
の

矯
果

護
号
ヒ
一

致
し

な
u

々

り

。

．
9
 

ゆ

そ
り

姥
、

集

み

市
 

遙
u

に

差

ご
吻

 

。

＠

　
以

工
、

ω

5
ω
φ

声

項
日

ド

分

強
し

マ

み
真

が
、

先

ρ
な

分

姦

ど

専

q

え

す
、

嶺
？

毒

あ
∂

で

あ、
ろ

う
。

ヌ
、

厶
く

書

で

ヤ

魏

肩

の

蓑
看
・

護
看
の

張
翆
を

渉
坪
陥

・

て

按
哲

し

あ
存

吻

鴎
、

參
為

の
石

磯
 

停
亥
忍

競
を

該・
・

て
“

）

あ

も

あ
，

冽

ど

名

う
。

夫
、

及

切

に

つ

9

で、

　
工

鳧

蟷
手
4
θ
ぐ
ワ

れ

3
蛍

り
個
ー3

倉

郡
で

17

倒

で

あ

｝
が
、

こ

弘
匹

つ

》

て

、

耀

嶺

系
韻
畜
（

彦
嶺
・

声

轅
）

、

集
韻

、

耄

な

参

ル
F

よ

・

マ
、

モ
の

裹
◎

を

諞
べ

3
ヒ

別

衾
の

よ

う
に

写

3
。

　
こ

q

惹
14
よ

∂

ヒ
、

マ

で

 

匹

較
的

切

纐
系
騒
窄
ヒ

ら

1

荻

度

バ

嵩
q

げ

小
ど

 
、

｛

未

で

や

ψ

％
以

下

あ

敏

諍
で

あ

つ

．

に
の

禄
イ
匹

タ
・

て

げ
、

そ

串
よ

ー

更
匹

悠
・

〆

身
で

あ
つ

。

正

庚
ゑ

の

及
切

承

何

を

払

乏
匹

t

て

q

つ

つ

か

千

明
で

為
∂

，

御
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歪 コ

ノ
ltミ

喜

芻

唐

韻

要
博

葦
逆

覊
靉
歓

望

 

 
”

貘
挈
ヵ

朱

反

　

　

　
コ
ロ
ロ
　

　

ロ
ド
　

コ
　コ

 

塾
子

淋
及

躍

千
礼

陳

 

蒲

壕
ぼ

陸
跨
洙

切

　

　

　
　

　

　

色
立

測 −

一
　

　
　

　

　
　

修

西

鼕
曩

ゆ

7

ω

糧
絹

就
及

紹

葬
似

髪
ヴ

　

廣

嶺

一

「

射

畿
、

r
烈

劉
」

雇

　

募

『

絢

蓼
灰

塑

（

；
4

額
険

髪

引

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

魯
何

切

燭
宏
η

斎
渕

刻、

蔚
…

　
ー

　

　

　

　

　
「

（

ゑ
で

「・
　
　

　

　
　

〆

歹
弁

蟇
孟

σ

箋
各

漆

評
覆

夛

「

。

力

朱

翌

謙
孫

　

す

丸

切
｝

此

れ

新
ま

切

→ ，

容
匁

竺

輟
四
鞭
卿

厨
激

望
思

激

叨
、

「

下

震
甥

…

下

震

切

　

　

　

　

卞

ー．
ー
ー

ー
ー
−

　

　

　

　
…

侵
何

切

　

　

　

　
…

下

ハ

切

　

　

　

　
｝

゜

　

∫、

鍬

勿

三
賄

切

宀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@

宅

吻

釀
翻

磊
蘓

嚇
鐸

轍

麦
・
叨

∫

番
望

ま

叨

∫

昂

％

@
　

　

　

一

　

　
　

　　
　

’　
　

　
　

　　
　

邑
　

　　
　

　
　

　　
　　

　　

　
　

　
幽

ρ

、

脅

側

迸
夜

叨

､
迸
吻

側

逝

切

難
鏃
鋼

　

ー

−

1
−
I

−

1

　

　
　

　
　

・

為
侯

ψ

∬

烏

切

｛
。

島

候
解

一

於
ロ
切

但

」

　

　

ザ
側

画
谺
ポ
側

也

鰍

@

　

　
切

｝
廓

湧

吻

如
姦

切

7
豪

剤

測

劃

η

馴

亀

ロ　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　
　
　

　
　
　
　

　

　　
　
　

コ

　

ド
　
　
　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

O
叩

呼

声

鳧

三

灸

り

F

餌

引

も
り

イ

九

、

語
彦
ド

つ

9
て

俊

　

循

陥

っ
》

膨

急

づ
べ
乏

わ

の

の
4

モ聖
す
。

〔
動
衵

　

　

擁
y
ヤ

ト

ァ
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